ご 注意: 本書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り たい 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 上 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://www.alinco.co.ip/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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上 手 也 下 G 也 亜 


一 概要 [ 
アル イン コ 上 直流 安定 化 電源 は 、 長 年 に わた る アマ チュ ア 無 線 用 電源 
開発 を 基 に 、 信 頼 と 安全 性 を 高め た 、 無 線 機 用 直流 安定 化 電 源 で す 。 


画 取り 扱い 上 の 注意 

① 本 機 の 接続 は 選 ず 電源 スイ ッ チ を OFF の 状態 で 使用 機器 に 接続 し 
て 下さ い 。 

② 本 機 は 使用 中 ケー ス の 温度 が 上 が る こと が あり ます が 、 機 能 
何ら 羽 配 は あり ませ ん . ( 無 負荷 又は 微少 電流 で 長 時 間 使 用 の 場合 
も 温度 が 上 昇 し ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。) 

③ ラ ンプ や モー ター 等 は 、 電 源 投 入 時 に 定 枢 電流 の 数 倍 の 過大 電流 
が 流れ ます の で 、 保 護 回 路 が 働き 使え な い 事 が あり ます 。 そ の 場 
合 は 、 よ り 大 型 の 電源 を 用 意 す る か 、 了 動 時 の 過大 電流 を 小さ く 
する 方 法 を ご 欄 討 下さ い 。 

④ 高 周波 電力 の 回 のり 込み 対策 は 、 万 全 に し て お り ま す が 、 出 力 電圧 
が 不安 定 に な る 場合 が あり ます の で 、 本 体 シ ャ ー ジ より アース 線 
で 守 全 に アー ス を お 取り くだ さい 。 
(アー ス の 取り 方 : 後面 の アー スピ ビス よ り コ ー ド を つなぎ アー ス 

を お 取り くだ さい 。) 


加 可 変 軍 圧 に 対す る 最大 電流 値 (代表 値 
出力 電圧 に よっ て 、 最 大 出力 Ste 
電流 の 値 は 変化 し ます の で 、 次 計 


の グラ フ を 参考 に し て 下さ い 、 Se 
出力 重 自 (V) 
画 定格 
DAM-31 OMV DA-32OMV 

入力 電圧 ・ 100VAC 50760Hz ・ 100VAC 50/60Hz 
出力 宣 圧 ・ 征 初 13.8VDC (1 で 15V 可 変 ) : 定格 13.8VDC 1:15V 可 恋 ) 
定 電 出 力 計 当 還 績 8A (13.8V 和 時) : 運 続 14A(13.8V#) 
馬 大 出力 野 呈 - 間欠 10A13.8V(1 練 ONOFF) : 聞 欠 17A 13.8V(123 ON/OFF) 
出力 重圧 変 対 当 ・ の 沈 以 下 (定格 時 ) ・ 2 免 以 下 (定宿 百 ) 
リ z7 見 午 圧 (定信 時 ) : IOmV(p-p) 以 下 ・ 10mV(p-p) 以 下 
展 由 回 ・ フ の 字 特 性 自動 電流 制御 式 : フ つの 宣 価 日 動 意 胡 制 御 式 
時 遼 回 絡 馬 伯 点 ・ 10A 以 上 ・ 17A 以 上 
中 直人 重用 ヒュ ー ズ : 4A : 5A 
外形 寸法 ・ W171 ※X H125 X L215mn : W171 X H125 ※ L215mm 


軍 量 ・ 4.4Kq ・ 6.3Kg 


咽 各部 の 名 称 と 操作 説明 


④ 電源 スイ ッ チ : ON で 電源 が 入り 、OFF で 電源 が 切れ ます . 
② 電圧 調整 ツマ ミ ・ 時 計 訪 向 に 回 す と 、 電 圧 が 高く な り 、 逆 
に 回 す と 電圧 が 低く な り ま す 。 


望み の 電圧 (1>15V) に 調整 し て ご 使用 下さ 
い 。 又 ツマ ミ を セン ター 位置 に セッ ト し ま 
す と 13.8V に な り ま す 。 | 


③ 9-19 か : 電源 を 入れ る と 点灯 し ます . 
④ 電圧 計 : 出力 電圧 を 表示 し ます . 
電流 計 : 出力 電流 を 表示 し ます . 


| 
I 
LM 上 刷 「 


(<) (⑬③ (の (② ⑤ 


⑯ 出力 端子 : ネジ 式 の DC]1 ン 15V の 出力 端子 で す 。 

② 出力 端子 : プッ シュ 式 の DC1 ン 15V の 出力 電圧 を 取り 出す 端子 で す . 

⑧ - り yy ッ ト : 辺 - ア ガ 仕様 の 7 7 タ - が 使用 で きま す 。 [最大 10Aj 
7 ダブ ター の 使用 に よっ て 、 発 熱 の 多い 物 が 在り ます の で 
その 場合 は 使用 を 避け て 下さ い 、。 
自動 車 で 使用 する - - う 19- は 使用 し な いで くだ さい 。 

⑨ 電源 コー ド : AC100v の コン セン ト に 接続 し ます 。 

⑩ ヒュ ー ズ  : 定格 以外 の ヒュ ー ズ は 使用 し な いで 下さ い 。 

⑪ か メ : アー ス を 取る と き 、 ご 使用 下さ い 。 


安全 上 の 注意 


この 説明 書 で は 、 あ な だ や 他 の 人 尺 へ の 危害 や 損害 を 未然 に 防ぎ 、 
品 を 安全 に お 使い いた だ くだ た め に 、 守 っ て いた だ きた い 事 項 を 示し 
て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意味 は 次 の 様 に な っ て いま す 、 内 容 を よ 
く 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


【 表 示 の 説明 】 


"誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死 亡 す る 、 又 は 筆 傷 を 負う 危 嘆 が 差 
し 人 迫っ て 生じ る こと が 想定 され る こと "を 示し ます 。 


"誤っ た 取り 扱い を する と 人 が 死亡 する 、 又 は 箇 傷 を 負う 可能 性 が 
ある こと "を 示し ます 。 


※1 : 陣 宮 と は 、 治 療 に 入院 や 長期 の 通院 を 要 さ な い 、 け が 、 や けど 、 感 埋 な ど を さ し ま す 。 
※2 : 物 的 損 吾 と は 、 褒 屋 、 穴 財 及 び 家 病 、 ベ ッ ト に か か わる 拡大 埋 宮 を さ し ま す 。 


【 図 記号 の 説明 】 


禁止 (し て は いけ な いこ と ) を し めし ます 。 
具体 的 な 禁止 内 容 は 、 図 記 営 の 中 近く に 絵 ゆ 文章 で 指示 し ます 。 


必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 ゆめ 近く に 給 や 文章 で 指示 し ます 。 


電源 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


本 製 58 の 南 億 、 誤 作動 、 不 具合 、 あ る い は 停電 時 の 外部 要因 で 、 通 信 な どの 
機会 を 失っ た だ め に 生じ た だ 損 填 等 の 純 纏 経済 億 守 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 
その 豆 任 を 負い が ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 


本 機 は 家 尾 用 コン セン ト (AC 
100V) で ご 使用 下さ い 。 


それ 以外 で 使用 する と 感電 、 貝 
淡 の 原因 と な り ま す 。 


使用 中 は 本 体温 度 が 上 昇 し ます 
の で 、 本 体 表面 に 触れ な いで 下さ 
い 。 


特に 放 秀 器 は 高温 に な り ま す の 
で 、 絶 対 に 触れ な いで 下さ い 。 


火 作 の 原因 と な る こと が あり ま 
す 。 


も し 、 内 部 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 
や 衣服 に 母 いた と き は すぐ に きれ 
いな 水 で 洗い 流し て 下さ い 、。 


その まま に し て お く と 、 反 虜 
が か ぶれ る 原因 と な の ます 。 
部 か ら 濡れ た 液 が 、 目 に 入っ 
た と き は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗 
い 、 医 師 の 治療 を 受け る こと 。 


その まま に し て お ぐ と 、 目 に 隆 


害 が 起き る こと が あり ます 。 


本 機 出力 端子 の ( 十 )( 一 ) 端 子 に 記 
用 機種 の (+)( 一 ) コ ー ド を 逆 に 接続 
し た り 、 シ ョ ー ト させ だり し な い 
で くだ さい 。 


故障 、 居 災 の 原因 と な り ま す 。 


禁止 


禁止 


禁止 


分 解 、 珍 理 し な いこ と 、 
性 に 志位 され で いる 場合 
を 除き 、 ケ サー ス を は ず し 、 内 部 に 
飯 れ る こと は 避け て 下さ い 。 


又 、 電 源 コ ー ド を 加工 し て 、 短 
くし た り の 、 総 ぎ 足 し て 延長 し な い 
で 下さ い 。 

この 場合 、 保 証 は で 
また 、 以 淡 、 感 電 、 ケ 
な り ま す 。 


きま せん 。 
ガ の 原因 に 


電源 ブラ グ の 抜き 差し は 、 電 源 
プラ グ を も っ て 、 行 っ て 下さ い 。 


凡 尋 、 感 埋 、 故 障 の 原因 に な り 
ます 。 


濡れ た 手 で プラ グ の 抜き 差し を 
し な いこ と 。 


濡れ た 手 で 作業 する と 、 感 電 の 
赴 れ が あり ます の で 、 紙 対 に し な 
いで くだ さい 。 


引 凡 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 
源 を 入れ な いこ と 。 


発火 の 原因 に な り ま す 。 


ヒュ ー ズ の 取り 替え は 電源 コー 
ド を コン セン ト よ り の 抜き 、 指 定 の 
ヒュ ー ズ を ご 便 用 下さ い . 


発 府 発火 / 原 因 と な り ま す , 


中 


野外 や 、 浴 室 な ど 、 水 の か か る 
場所 に 置か な いこ と 。 


周り に コッ プ や 共 了 な ど 、 液 体 
の 入っ だ 容器 を 置か な いこ と 。 


液体 が こぼれ て 内 部 に 入る と 、 
以 災 、 感 区 の 原因 と な り ま す 。 


液体 が こぼれ て 内 部 に 入っ だ 場 

電源 コー ド を コン セン ト か ら 
は すじ て 下さ い 、 また 、 湿 気 の 多 
い 場 所 で は 使用 し な いで 下さ い 。 


湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 
急 に 暖か い 所 へ 移動 し ます と 、 軸 
5 品 に 名 が つく 場合 が あり ます 。 


器 が つく と 製品 に 悪い 影響 を 号 
え 、 故 隊 の 原因 に な の り ま す の で 、 
よく 乾燥 させ 、 角 各 よく 取り の 除い 
て か ら 、 ご 使用 下さ い 。 


お 手入れ する と き は 、 電 源 コ ー 
ド を コン セン ト か ら 坂 ぐ こ と 。 


外さ ず に お 手入れ する と 感電 . 
導 暗 の 原因 と な り ま す . 


も し 、 煙 が 出 て いる 、 変 な 匂い 
が する 等 の 異常 が 発生 し た と き は 
すぐ に 電源 コー ド を 外す こと 。 


ラグ 6 


コン セン 


は 最寄り の 当社 サー ビス サー ビス 
突 口 へ ご 連 納 下さ い 。 


本 機 は 周囲 温度 10Cー35 で の 範 
: 囲 で 使用 し て 下さ い 。 


本 機 は な る べく 風通し の よい 場 
所 に 隊 き 、 混 気 の 多い 場所 で の 便 
用 は 避け て 下さ い 。 


直射 日 光 の あたる 場所 、 水 滴 


の か か る 場所 @、 風 通し の 惑 い 場 
所 で の 使用 は 止め て 下さ い 。 


発 束 、 発 火 、 故 障 の 原因 に な り の 
ま 号 。 


幼児 の 手 に 届く 場所 に は か な 
いこ と 。 


けが 、 尺 傷 の 原因 と な り ま す 。 


本 機 に 接続 され る 機器 は 、 本 機 


の 定 柏 に あう 機器 を 御 使 用 下さ い 。 


それ 以外 の 携 器 に 接続 し ます と 
故障 の 原因 に な り ま す 。 


本 機 の 通風 口 や 隙間 か ら 、 針 金 
等 の 金属 や 敵 え や すい 物 を 、 内 部 
に 入れ な いで 下さ い 。 


故障 、 感 電 、 火 現 の 原因 と な り 
ます 。 も し 異物 が 入っ だ 場合 、 本 
携 の 電源 スイ ッ チ を 切り 、 電 源 
コー ド を コン セン ト よ り の 抜き 販売 
店 に 御 相 下 さい 、。 


禁止 


水平 で 安定 し た 場所 に 設置 し て 
下さ い 。 

不安 定 な 場所 に 設置 し ます と 、 
落下 、 転 倒 で 怪我 の 原因 となり ま 
す 。 


本 体 後面 部 及び 、 上 前 、 側 面部 
の 通風 口 を 塞 が な いで 下さ いい 。 


発熱 、 発 火 、 秦 暗 の 原因 と な り 
ます 。 


本 機 は バッ テリ ー 等 の 電流 容量 
の 大 きい 物 の 充電 用 と し て 設計 さ 
れ て お り ま せん 。 そ の 使用 は 誤 け 
て 下さ いい 。 


故障 の 原因 に も な り ま す 。 


本 槻 の ツガ ー ソ ケッ ト に は 、 自 
動車 で 使用 する シヤ ガー ライ ター は 
使用 し な いで 下さ い 。 


故 暗 の 原因 と な り ま す 。 


ジ ガ ー ソ ケッ ト で の こ 使 用 の 場 
合 、 シ ガー プラ グ を 確実 に 差し 込 
ん で か ら こ 使用 下さ い 。 


故障 の 原因 と な り ま す 。 


